
金山町のゼロカーボンを考える会 第1回 例会
2023/9/23（土） 13：30～15：30 改善センター

司会 栗田伸一
１）開会挨拶 柴田清正
２）話題提供 水戸部秀利 「再エネを通して金山の未来を考える」
３）質疑・意見交換

金山町の「ゼロカーボン宣言」を実現するために ～ みんなで知恵を出し合いませんか ～

気候危機が現実のものとなり、私達の活動に伴う二酸化炭素排出の削減が地球規模の課題になって

います。国も2020年に「2050年カーボンニュートラル宣言」をし、金山町も2022年11月、「ゼロカー

ボン宣言」をしました。しかし、宣言したから達成できる訳ではありません。私達の日常生活を見渡せ

ば、電力、動力、暖房などの多くは、石炭・石油・ガズなどのいわゆる「化石燃料」に頼っており、そ

の切り替えは簡単ではありません。しかも、そのお金は外部の電力会社や石油会社に流れ出ています。

ゼロカーボンを宣言する自治体は増えており、地域の自然条件を活かしながら、エネルギーの地産地

消を基本に、それぞれ工夫しています。

ふり返れば、「とこみどり杉山四方にめぐらして光しずけき水清き町」の金山は、利用可能な自然エ

ネルギーは豊富です。それを活用すれば、二酸化炭素を削減でき、そのことは町を豊かにすることにも

結びつきます。未来の子どもたちに、環境に優しい豊かな金山町を渡すために、みなさんで工夫してみ

ませんか。関心のある方は、どなたでもご参加下さい。

呼びかけ人 柴田 清正 （元町議会議長、丸友工業）

水戸部 秀利 （NPOかねやま電雪 理事）

栗田 伸一 （事務局）

後援 NPO法人かねやま電雪
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「再エネを通して金山の未来を考える」話題提供
2023/9/23 NPOかねやま電雪 理事 水戸部秀利

自己紹介
●1948年 山形県最上郡で生まれた。（父親は教員で最上郡内を転勤）
中田小学校（6年）、金山中学校（3年） 金山がふるさと

●1973年 東北大学医学部卒業 以後、宮城県内で内科・循環器中心に診療、塩釜市在住
（2011年3月11日 東日本大震災）

●2014年 定年、以後若林クリニックの嘱託医で診療
●2015年4月 NPOきらきら発電・市民共同発電所理事長
●2018年8月 NPOかねやま電雪 理事

NPOかねやま電雪の活動紹介
○2018年8月 発足

2018年10月 母屋を雪室に改修、2Fを昭和の部屋に
○2019年5月 学習会「利雪について」

横山孝男氏
○2019年11月 上越市安塚の雪だるま財団へ研修旅行
○2020年10月 学習会「再エネによる地域活性化」

浦井彰氏
○2021年11月 小水力発電学習会＋現地調査

中島大氏、福田真三氏、小島一二三
（2022年11月3日 金山町ゼロカーボン宣言）

○2022年12月 学習会「脱炭素化と再エネ・省エネの
地域課題」 三浦秀一氏

厄介な雪を逆利用し、昭和の思い出も残しな
がら自然 エネルギーを生かした未来志向の活
動も ➩雪室、昭和の部屋、太陽光発電など 
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なぜ、ゼロカーボンなのか？

地球温暖化
気候危機

人類の生産活動
によるCO2増大
特に化石燃料 対策を急がないと

不可逆！に
1900年比＋1.5℃以内に
2050年までCO2ゼロに
2030年までに50％以上

CO2

石炭、石油、ガス
（化石燃料）

燃焼 ➩エネルギー

⇧

CO2（炭酸ガス）

⇧

木材などのバイオマス

燃焼 ➩エネルギー

⇧

CO2（炭酸ガス）

⇧

カーボンニュートラルに注意！
森林・農地で固定できるCO2に限界あり
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2023年7月21日 秋田市
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ゼロカーボン宣言

自治体取り組みの事例

町民
老若男女

役
場
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り
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し
）

地
元
企
業森
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合
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協
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工
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専門家サポート 5
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今まで認定された脱炭素先行地域

（環境省 年間200億）7



小規模自治体でのゼロカーボン取り組み事例 １-１（高知県黒潮町）

専門家の力も借りる
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小規模自治体でのゼロカーボン取り組み事例 １-２（高知県黒潮町）
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小規模自治体でのゼロカーボン取り組み事例 ２-１（長野県白馬村）
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小規模自治体でのゼロカーボン取り組み事例 ２-２（長野県白馬村）
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小規模自治体でのゼロカーボン取り組み事例 ３-1（秋田県湯沢市）
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小規模自治体でのゼロカーボン取り組み事例 ３-２（秋田県湯沢市）
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ゼロカーボンの取り組み と 経済効果

2022/12/4 三浦秀一教授の講演スライドから

この一部でも
町内で

循環できないか？
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金山町は、再エネ利用の「先進」であった
グリーンバレー神室 エコリゾート

• 太陽光パネル

• 雪室空調

• バイオマスボイラー

2018年5月バイオマスボイラー等見学

経営再建中
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役場の太陽光パネル
・設置 2014年度
総事業費33,759,990円
山形県市町村防災拠点再生可能エネルギー導入促進事業

（県補助金）29,105,000円
・設置業者
実施設計・工事監理：林寛治設計事務所
設置工事：東北電化工業㈱

・パネルの出力 25kw 自家消費
・蓄電池と接続有 定格20kw、蓄電池容量16.2kwh

（停電などの災害対応装備 蓄電池により、災害時に最低
限必要な電力を１日分賄うことが可能）

サ
テ
ィ
ア
ン
？

先進的な庁舎への太陽光パネル設置
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有屋の20KWソーラーシェアリング4年の実績（初期費用650万円）

期待発電量計 78647KWh

実績発電量計 76553KWh（97％）

売電量 76553KWh×19円/KWh×1.1＝160万円

期待発電量 実績発電量

最悪の条件でのソーラーシェアリング実証実験
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4年間で36.8ｔのCO2削減
＝2000本の杉のCO2吸収量



かねやま創エネ会社

「ゼロカーボン」向けた地域の再エネによる地産地消は、
本来の地方創生につながる可能性

小水力部門
バイオマス部門
（熱利用）

太陽光部門 省エネ部門

蓄電部門

調
達

雇
用

販
売

施
工

人

エネルギー

金

物

18



金山町の再エネ

ポテンシャル

0.3MW×24ｈ×365日
＝2628MW／年
（電力使用量の14％）

町の熱需要＝147000GJ／年

町のバイオマス発熱量＝291000GJ／年
＝50％
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東北大学 中田研究室 カーボンニュートラルシミュレーターから

2019年の状況：エネルギー自給率 2％

金山町の再エネポテンシャル試算（1）
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東北大学 中田研究室 カーボンニュートラルシミュレーターから

太陽光：建物系（25％利用 41/164TJ) 土地系（10％利用 103/1085TJ）
木質バイオマス熱利用（25％利用 50/205TJ）
水力（50％利用 38/78TJ)
運輸部門電化率 50％
産業部門電化率 50％
上記仮定で ➡ 計算上 エネルギー自給率 100％に

金山町の再エネポテンシャル試算（2）
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再エネ導入と景観

調和が課題
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金山町 中田 （太陽光パネルと景観）
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低落差ラセン水車

最上自然エネルギー株式会社 小島氏企画提案

金山大堰にかかる小水力発電の導入検討

水車 と 景観
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当面の課題：国の政策の具体化（PPA方式など）
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PPA方式とは？ Power Purchase Agreement(電力販売契約）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度合計
金山町役場 庁舎 総務課 16,695 12,374 10,653 11,017 14,414 16,318 11,479 11,516 13,112 15,727 16,697 16,546 166,548
金山小学校 教学課 4,140 3,829 4,279 6,946 6,846 4,764 5,208 4,883 7,019 6,567 5,422 5,268 65,171
明安小学校 総合政策課 6,688 6,688 3,749 3,808 4,096 3,627 3,945 4,310 5,597 5,597 6,615 6,329 61,049
有屋小学校 総合政策課 4,555 3,149 2,717 2,653 2,472 2,309 2,700 2,852 4,426 5,069 5,347 5,178 43,427
金山中学校 教学課 12,672 10,904 9,207 9,722 10,915 10,911 11,394 11,971 18,092 18,890 20,879 17,618 163,175
農村環境改善センター 教学課 6,648 4,810 4,206 3,845 4,590 5,223 4,005 4,481 5,905 6,221 6,546 6,304 62,784
町立金山診療所 町立金山診療所 17,729 13,754 13,170 16,715 19,077 14,423 14,880 21,316 28,069 28,109 25,308 22,119 234,669
金山町総合交流促進施設「シェーネスハイム金山」 産業課 18,894 17,441 13,535 13,215 15,693 17,144 13,663 15,894 17,131 19,511 18,627 16,710 197,458
小計 88,021 72,949 61,516 67,921 78,103 74,719 67,274 77,223 99,351 105,691 105,441 96,072 994,281

グリーンバレー神室 キャンプ場炊事施設 産業課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ホットハウスカムロ 産業課 22,833 25,402 19,884 24,427 20,249 22,745 22,142 23,040 24,447 31,459 25,030 27,690 289,348
モデルエコタウン中核施設 Ａ棟 （前蔵） 産業課 867 782 454 519 679 625 564 512 549 603 560 614 7,328
モデルエコタウン中核施設 Ｂ棟 （後蔵）「蔵史館」 産業課 950 528 507 599 485 519 710 757 659 953 732 714 8,113
屋内ゲートボール場　※多目的屋内運動場 教学課 55 33 9 12 8 10 10 13 39 39 55 69 352
街角交流施設 Ａ蔵改修「マルコの蔵」 環境整備課 2,364 1,674 1,028 1,155 1,403 1,719 1,400 1,433 1,901 2,729 2,525 2,627 21,958
街角交流施設マルコの家 環境整備課 16 48 19 30 6 6 33 26 54 103 84 84 509
街並み交流館「ぽすと」 産業課 1,504 668 290 309 562 485 415 575 1,269 1,694 1,570 1,539 10,880
学校給食共同調理場（新） 教学課 5,242 5,201 7,216 8,657 11,366 10,759 9,159 6,525 6,153 5,882 6,545 5,954 88,659
魚清水送水ポンプ場 環境整備課 6,168 6,272 720 5,512 5,854 6,446 5,779 6,391 5,407 6,378 5,532 6,200 66,659
金山浄化センター 環境整備課 16,304 16,213 17,577 17,634 17,943 18,492 17,200 17,411 16,988 16,600 16,538 15,266 204,166
金山町火葬場 町民税務課 1,224 821 629 630 639 852 667 574 847 1,197 1,252 1,191 10,523
金山町除雪ステーション 環境整備課 629 330 336 352 338 355 334 419 485 736 708 723 5,745
森林学習館 産業課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
森林交流センター「レストランフォレスト」 産業課 5,868 6,701 6,317 8,953 8,677 7,842 6,466 6,442 6,958 8,707 6,826 6,531 86,288
神室スキー場 リフト管理小屋 産業課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
神室スキー場 圧雪車格納庫 産業課 26,237 0 0 0 0 0 0 0 0 2,125 3,340 36,894 68,596
中央公民館 教学課 2,085 1,315 1,455 1,436 2,483 2,627 2,740 1,643 1,742 1,618 1,538 1,234 21,916
明安地区農業集落排水処理施設 環境整備課 8,607 8,083 7,048 7,489 7,096 7,117 7,520 7,410 6,813 8,754 7,270 7,602 90,809
柳原ポンプ場 環境整備課 1,442 1,350 1,118 1,304 1,359 1,434 1,340 1,320 1,139 1,440 1,128 1,180 15,554
有屋地区農業集落排水処理施設 環境整備課 15,608 15,527 14,601 14,228 14,617 16,027 14,663 15,988 13,662 15,655 13,774 15,228 179,578
緑地等活用総合管理センター 産業課 37,628 32,515 30,058 31,622 34,529 33,177 32,638 32,105 35,103 39,420 39,907 37,925 416,627
林業者トレーニングセンター 健康福祉課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 243,652 196,412 170,782 192,789 206,396 205,956 191,054 199,807 223,566 251,783 240,355 265,337 2,587,889

施設名 課室
2019エネルギー使用量

0
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年 金山町公的施設の電力使用量月推移

合計 250万KWh／年

20円/KWhなら5000万円／年
30円/KWhなら7500万円／年

金山町の公的施設の電気使用量
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金山町のゼロカーボンを考える会
第2回 例会（予定）

後援 NPOかねやま電雪

2023/11/26（土） 13：30～15：30
改善センター

司会 栗田伸一
１）開会挨拶 柴田清正
２）講演 赤川健一氏

「再エネを通しての地域おこしへの挑戦」
３）質疑・意見交換

講師紹介
もがみ地産地消エネルギー（Mocchie)理事
株式会社 JPD 営業取締役
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金山川水系有屋地区における小水力発電検討の中間まとめ 

2023年 7月 1日 NPOかねやま電雪 

 

 かねやま電雪（2018年発足）は、金山町の自然を生かした活動を目標に取り組んできま

した。その中で、神室ダムから竜馬山麓まで約 100mの標高差を流れ下る金山川水系の小

水力発電への利用について、2019年から以下のような調査研究をしてきました。 

① イワナ養殖場への水路の利用 

② 神室ダム直下から柳原橋までの本流の利用 

③ 農業用水の入有屋堰と下向堰の利用 

その結果の概要を、中間まとめとして報告します。 

 

① イワナ養殖場への水路の利用について 

 第一堰堤からの浸透水を利用したイワナ養殖場への水路は、

ゴミの侵入が少なく水量も安定しており、最初にその可能性を

調査しました。ISEPの浦井さんの指導で、2019年 10月、三角

堰を作成し水量測定を行い、発電能力を試算しました。（写真） 

 水量 0.044㎥/s、有効落差 10mで試算すると、発電能力は約

4.8KWとなりました。 

 魅力的な水力発電ですが、水利権に関しての確認が難しく、

今回は事業化について保留としました。 

② 神室ダム直下から柳原橋までの本流の利用について 

 ダムから神室発電所で発電の役割を果たした水 1.4㎥/sは、そのまま金山川を流れ下り

ます。これを発電に利用できないかと、もがみ自然エネルギー株式会社の小島さんに相談

し、2021年 11月に、小水力発電の専門家である中島氏、福田氏を講師に学習会を開催

し、翌日金山水系の視察調査を行いました。 

 調整池を神室橋のところに設置し第 1発電とすると、水量 1.4㎥/s 落差 13.6mで最大

出力 140KW と計算され、さらに、その調整池から水圧管を川沿いに設置し、柳原橋ふも

とに第 2発電所を設置すると、水量 1.4㎥/s 落差 56.2m で最大出力 578KW と計算さ

れました。合計 718KW の出力で、約 700~800 世帯を賄える発電量となります。（注） 

 この程度の規模であれば、採算性の見通しもあり期待しましたが、実地調査で地図にな

い農業用水路分岐がいくつかあり、水利権保障との関係で難しいと判断しました。 

③ 農業用水の入有屋堰と下向堰の利用について 

有屋地区上部には、第 1堰堤から取水する入有屋堰と下向堰の

2つの農業用水があります。これを発電に利用するためには、1

年間、5日間毎の水量測定を行い、その水量から発電の試算をす

る必要があります。2021年 12月~2022年 12月まで、丸和建設

さんの協力で豪雪にも耐えられる水深監視装置を設置し監視カメ

ラでモニターしました。（写真） 

 堰はコンクリートで幅と傾斜は決まっており、計測した水深で



マニングの式を使い水量を計算しました。結果は、基礎水量は入有屋堰 0.19㎥/s、下向

堰：0.34㎥/sとなりました。 

 このような低落差の農業用水を利用した発電装置として、ゴミ対策含めて設置や管理が

比較的容易な、螺旋型発電機が開発されています。水量 0.1 ㎥/s、落差 1ｍで約 500W の

ユニットが製品化されています。 

入有屋堰は途中で小清水沢に流下し、この落差は 4m以上あり、ここに設置すれば計算

上は 2KW程度の発電は可能です。しかし、この螺旋式発電機は 1 ユニットの総工費は

500 万円前後とのことです。初期投資回収に 20年以上を要し、単独では採算が取れない

のが実情です。 

 

以上が、調査研究の結果です。 

もがみ自然エネルギー株式会社の小島氏の指摘のように、国内の小水力発電は、量産や

パッケージ化されたものが少なく、スケールメリットに左右され、小規模発電単独での採

算は難しく、大規模発電と組み合わせたり、補助金を利用するのが一般的のようです。 

今後の検討課題として、 

④ 大清水沢の小水力発電の検討 

 グリーンバレー神室横の大清水沢は堰堤からホテル付近まで約 30mの落差があり、途中

農業用水の分岐もないため、水量は少ないものの、発電機設置の可能性があります。小島氏

の流域概算では、35KW程度は期待できるとのことです。 

⑤ 沢水発電の可能性の追求 

農業用水としての利用される手前、あるいは利用されないまま直接金山川に注ぐ沢水も

たくさんあります。それらを利用し数十W~数百Wのマイクロ水力発電も検討できます。 

⑥ 大堰の水車発電の再検討 

2017 年に県の補助事業で、大堰を利用した数百Ｗの水車型発電で街路照明などに利用す

る計画が立てられましたが、景観との関りで実現に至らなかった経過があります。ゼロカー

ボンを目指す町として、景観との調和の視点から再検討も必要でしょう。 

 

なお、新庄ふるさと歴史センター展示によれば、金山町に電気が通じたのは、大正 9年頃

で真室川水力電気（株）30KWとのことです。このように、日本の電力の黎明は地域ごとの

水力発電でした。その後、化石燃料や原子力による大規模集中化へ転換され、水力発電は技

術的にも後景に押しやられ、進化しませんでした。しかしゼロカーボンと電力の分散型地産

地消の転換の中で、その見直しが求められています。 

ちなみに、山岳国であるオーストリアは、水力発電の技術構築を進め、約 80%が再エネ

で、特に水力は 60%を占めています。個人で水力発電機を所有している家庭も多い状況で

す。そして、1999 年には国会で原発導入を否決しています。ヨーロッパでも再エネ先進国

となっています。 

（注）日本の平均 1人当たりの 1日電力消費量は約 6KWhです。1世帯 4人家族なら約

24KWhで、1KWの水力発電機が 24時間発電した量になります。     

（文責 水戸部） 
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